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同様に

(上層)EL=[七 鳥uf2だ十R3(hl+hf)hf)ur

故に   El=圧 ■+Eu

程し、hi′」l,9は下層の力く深、流速.蜜度と、ハ(、ui、λは上層のフk螺

琉逮、審度と表わす。図4は障害珈通過時と跳水部の断面向のエネルギ
ー
環

失(上流狽嘔貯面エネ|しギ
ーに対する比として表わす)左レ巨陵したtのである。

なお.εa館パは障宅靱と7K路織断あ衛に171,ι郷ヒθは3夕|に敷いたも

のこ示す。跳アK区向の方が障害卿 時のエネルギ
~損矢より卓越している

ことが判る。

内書剛解アKにおける諸性質

来待K深

運動量方程式産断面A・Bで`土て整理して行くと際 にフtlての式は誘導

できる(仰|た|ざ文献2)が 消印筐な形としている。週引行を0とした時.この

式は簡単な形となる。すなわち、

ξr=h3/hハ)=(―|十J キヽ8曝 )/2 (3)

但し、hA.h3はそれぞれ,`7K前後の下唇7K潔、Rλ
=u長/(ε9hA)で

｀
あ

る。図5に Fぃとh3/hAの 関係と示した(▲`「は支献3と参照)。ヘ
ー1,

3-|′ B-31ま tぐり跳水状とこしているのでその値|ま大きめになる。す

なわち,釧'Kが生じる断面のλ層の上にがぶり部分がな在することから,上

,お彙IJCttMが
｀
実質'ウ増加する結果になり、〕bk前後にお|する運動量ら経式の

つりあいと裸つためには下'わKtth3の増お〕力や共平となうからrぁる。 この

ことは逆に,下漁′K深が大きいので,下流側のF■力が上流担|のそれより卓越

し、か1やヽり部が
｀
力のフリあいと保つためには存在ιざろと得ないと言える。

連行とり千ャードソン戦

内部フルード数の自来の道数で規定される層平均り4ヤードソ〉数Rぃと

連行曇比△多/′4 と整理したものと図6に子す。RLAの増mに伴い.連
/FT~

量に△′/み の値力り戌少する傾向は,E′ル"″ 為́r″θ″によるRしとE

(連各速度)の関係に噸供したものとな,ている。我々の知験の筆田

(RA≒0、|～|)では、△多ろ繊はほぼRぃの―|.ア乗に此″|してい

る。

むすび

濡 象ど1オ li:驚 [[,轟 :1,堪 眺 l禁

寄酷である。その議な輸 焦彙と絞うなら!よ比較的人まかな渭1定

で`も,本質こ把握しやすいと11った痣諄点r.亀激な変イ̀1する流スの

あが対象としやすい巖で`ある。今絢よそういった欄謝むこ立って内奇跳

7K現象における違行、エネLギー安イヒ機構の印期へ向が)予定で゙あ亀
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写真1(RUN B-2)
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写真2(RUN A-1)


